
 

お客様各位 

 

カタログ等資料中の旧社名の扱いについて 

 

2010 年 4 月 1 日を以って NEC エレクトロニクス株式会社及び株式会社ルネサステクノロジ

が合併し、両社の全ての事業が当社に承継されております。従いまして、本資料中には旧社

名での表記が残っておりますが、当社の資料として有効ですので、ご理解の程宜しくお願い

申し上げます。 

 

ルネサスエレクトロニクス ホームページ（http://www.renesas.com） 
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【発行】ルネサスエレクトロニクス株式会社（http://www.renesas.com） 

【問い合わせ先】http://japan.renesas.com/inquiry 
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１．注意事項 

 3803/3804 グループの SDIP パッケージの製品では、Nch オープンドレインポート（P32,P33 端子）の高インピ

ーダンス状態時におけるクロストークにご注意ください。 

２．内容 

 Ｎch オープンドレインポートは通常、外付けにプルアップ抵抗を接続し使用するため、ドライブオフ状態では高

インピーダンス状態となります。高インピーダンス状態では、隣接するポートのレベル変化によるクロストークの

影響を受けやすくなります。クロストークのレベルは並行する配線長、配線間隔、配線のインピーダンスに影響さ

れます。また、マイコンパッケージ内部のワイヤリード間でもクロストークは多少発生します。3803/3804 グルー

プの SDIP パッケージの製品では、Nch オープンドレインポート（P32,P33 端子）がパッケージの端にあたる 61 ピ

ン、62 ピンに配置されていて、近接して並行するワイヤ長がフラットパッケージの製品に比べ長いため、クロスト

ークによる影響がフラットパッケージに比べ大きくなりますのでご注意ください。（図１、図２） 

 弊社の評価結果では、3803/3804 グループ SDIP パッケージ製品の P32,P33 ではマイコン内部のワイヤリード間

で、Vcc＝5V、プルアップ抵抗＝10ｋΩの場合に、±0.4V 程度のクロストークノイズが発生しました。システム実

装時には基板上の配線長・配線パターンによりクロストークノイズはさらに大きくなる可能性がありますが、Ｎチ

ャネル MOS トランジスタ耐圧（7V）以下の一過性のノイズであれば 3803/3804 グループはご使用上問題ありませ

ん。しかし接続の相手側素子への影響を考慮して、「システムにて配線長を短くする」、「配線間隔を広げる」、「プル

アップ抵抗値を小さくしてインピーダンスを下げる」、などによりクロストーク対策を行っていただくようお願いい

たします。 
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図１．SDIP パッケージ 

図２．フラットパッケージ
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